
5.畑 作物の微量要素欠―乏

t畑稲の鉄欠乏とその対策 )

上̀背 景と特徴

畑作物についてはこrt,までに、マンガン、銘れ、酔鉛、研素などの徴立要素欠乏が確認さttャ

ており、その対弟は既に奨励文松参考奇十線として普及に移されている3さ らに昨年、新に畑

flLlの鉄欠乏が安代町扇畑で確認され、その状況と対策t=昨年肱L/p研究会議に報告されている

とおりであるが、本年も引続きホ ント試験を行い若千の知見を得たので前邑の報告卒項に追

総し普及上の参考事項としたい。

11)栄H稲の鉄欠乏症状

生育障初期 t3～ 4策 期 )以降に突の黄化が目立ち株全体の実色が淡 くなる争新業ほど

黄化の程度は著しい。そしてその恢復ほみら力ず生育ほ著しく停滞する。欠乏が'まな はだ

しい場合には突脈までも完全にす白化し腕色された状態に近 くなる。軽院の欠乏の場合に

レt業脈の緑色転技り染抹間のみ黄化する。マンガン欠乏のような秦面の網斑!去黄白化した

業に出る事があり上紫によ ってliマンガン欠乏を件 う場合もあるゎ鉄欠乏が識めらヤt,た場

合、述やかに対策を結じないと.欠 ラの程度がひどければ収穫皆無の状態になるっ

12)鉄 欠乏の原四

餃欠乏が認められた土数は既報のとおり上境 PHは ?前後と高 く越換性塩基台土が豊偽

であり又有効りんはも者しく多い土壌である。すなわち土壌 PHの 上昇による鉄の不台1針

の不hr給態化が主なる原因である。事実土壊中のlr及態鉄は鉄欠乏発現限界といわ煎る 8

PPM''下 しか存在せずさらに過乗jな有効りん砂も鉄欠乏にさらに拍車をかrrたものと思

われる (生体内ての技とりん酵の希十合による不活化 ).

2 持 術内容

!ユⅢ 応 急対策

鉄欠芝が市ャいぃねた場合に■、げi占14メー鉄 0.1夕す水溶液のキ耐散布を直ちに行 うことが

望ましい ,この処置によ1)i～18日 で黄化残に濃禄斑が務ゎれ 次 第だ幸研全体に広が

り兼色が敬復L′正常な半iキ1がイヰ腔fる 311育が進むに従い村ミ感が広がり下啓に入りこめば

針を吸J「てできあようになり、やがてlH常な生育相になる (侵じ下唐土の 'Ht )声'す/sf  lゴ執1

問散布を続行丁る )。このたわ転iユ1夢,一致溶承の求nSi k布!よ1■日ぉきに3匝1桂及、又ま

■1液よ■生す桂βrや、矢之ら及合“〔もよるが 1回当り事0～ 50/ / 1 t o程 度で十分て

あるご■im全体がと キ リとXl+ 1ろ'1によ孔:しな十!riばならない。

一 食; 一



【2)基 本対策

ポ ット試験の結果、発蘭散布よりも土壌 PHを 低下させた場合の方が生育が旺遂であり

又収景が高い事がわか った。従って煎i作栽培期間中に土塊 PHが かなり上昇していると予

想され、もしくは渡tだ診断さヤi=た場合は、畑稲の作付ほ断念した方が無難である。作付す

る場合は揺後 1ケ 月以前に抗責華を聞場全轟iに士布じ土凝とよく混合して土表 PHを 雑蒋

の最適 PH58～ 55付 近にまで低下させることが望ましい。なお、張黄手の必要量はア

レニウスの麦の炭 カルの生から迪算して算出するがその計算方法!ま下記のとぉりであり箱

育苗の末土や岬苗f代の上壌 PH摘 正と全く同様である。

考え方 ヽ

理論的には炭 カル tCも Cハ 3)と 硫女華 tS)は lil(子 ル比 )で対応す る(C

OCoを 100テ =S32安 )から仮に土歩主の PHを 5,とからb_0まで上昇させるのに

必要な炭カルの量が 100K夕 だとすると逆にこの上疑の p‖を 60か らう2ま て低下さ

せるに必要な輸黄華は 32R?で あるということになる。厳密には PHの 値にして 02程

屋の謀差はさけられないが、作物の生育には殆ど差 しつかえないものと思わオ1る↑

土壊 PHを |.2変動させるに要する  計 算切iう

P H ( H 2 C ) 8 7円 棟 P H 5 3腐 植tご宙を攻ミ
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3 .普 及上の留寓点

硫黄華による土狭 PHの 低下't地血)水 分状態、さらに土境中の硫黄確化パ クチリアの算

班状態などに影響されるため土技独や地協により'下 するまでの日時に差がは1て持ることが

考えられる。従 ってなるべく早いうちに院女華を前神した方がよいっ

いずヤしにしても土壌反応の筋二は各作物に,どじて正しく行ない土壌 P常の著 しい上昇をさけ

るのが鉄、T7ガ ンなどのえ乏を防止することにつながるのである ハ

4 調 査、訊験結果の標要

|ユⅢ 31披 課題名  姉 稲伊t欠之の舞態解析                    ″

(2Ⅲ 試 験年次及が場所  昭 和 49年 ～‖&和 38年   培 手農訣環境部

tあi 試5 設々計及び補来

● 航 携第一鉄施丹l  ②  航 離第一炊 1チI夕と 交 キ仕!

0 硫 ナ井施用  0 材 こ女率施用

|★ 規 性 :6 / 2 0 0 0ポ ット、供試作物

条器 、施肥量 :棟準'1 1姓|十

: 5 月 1 4 に1

供芦1上とよ分析結果 t既報 )
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処理内容ぜ
T円蔵 熟  畑  調  査 1ス干生物宅み/p● じ
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無   処   理 25.3 8 5 6 . 2 3
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